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テ ー マ	
 

近代経済学の研究者を志す全ての修士課程１年生にとって、必ず理解しなければなら

ないミクロ経済学（ゲーム理論含む）の各トピックを、コースワーク形式で効率よく

学ぶ。	
 

受講についての	
 

	
 

必要な予備知識	
 

学部の経済原論またはそれに相当する科目（１・２年生向け）を履修済みであること

は前提とする。また、ミクロ経済学あるいはそれを用いた３・４年生向けの専門科目

を受けていることが望ましい。独習などにより、上記と同等の学力を身につけている

のでもよい。	
 

評 価 の 方 法	
 
試験を２度行い、その成績を評価の基準とする。また、宿題をほぼ毎週提出させるの

で、その成績も加味する。	
 

	
 

	
 

テ キ ス ト	
 

	
 

	
 

なし	
 （講義ノートを用いる） 
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その他、個別のトピックについては講義中に指示する。	
 

オフィスアワー	
 初回にアナウンスする。	
 

授 業 計 画 	
 

	
 

全体を前・後半に分け、前半を森、後半を今井が担当する（日程詳細は、初回にアナウンスする）。	
 

各パートで扱うトピックは、以下のとおりである。	
 

	
 

［前半］	
 

・	
 生産者の理論と消費者の理論	
 

・	
 市場均衡（簡単な定義のみ）	
 

・	
 簡単な一般均衡モデル：国際貿易（リカードモデルとヘクシャー・オリーンモデル）	
 

・	
 独占および独占的競争	
 

［後半］	
 	
 

・	
 競争均衡と存在：一般均衡理論の初歩、厚生経済学の基本定理、部分均衡モデル	
 

・	
 市場の失敗：外部性、公共財	
 

・	
 不確実性と意思決定：戦略的相互依存、ゲームの均衡、不完全競争	
 

・	
 動学的ゲームと戦略：不完全情報ゲーム、非対称情報、社会的厚生とメカニズムデザイン、

交渉と協力	
 



 


